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働
き
や
す
く
休
み
や
す
く

育
児
・
介
護
休
業
法
改
正
！



女性たちが生き生きと活躍する職場
　　　　笑顔でつながる
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女性たちが生き生きと活躍する職場
　　　　笑顔でつながる

　

㈱
堀
江
塗
料
の
博
子
社
長
は
、
３
年
前
の
創
立
45

周
年
を
機
に
、
現
会
長
で
あ
る
父
の
治
彦
さ
ん
か
ら

代
表
取
締
役
の
大
役
を
引
き
継
が
れ
ま
し
た
。

　

社
長
就
任
後
は
、
様
々
な
取
り
組
み
に
挑
戦
し
ま

し
た
。
な
か
で
も
店
内
販
売
を
強
化
す
る
為
に
、
女

性
の
従
業
員
を
積
極
的
に
採
用
し
、
業
務
を
任
せ
て

行
っ
た
こ
と
。
そ
の
結
果
、
社
内
は
女
性
の
従
業
員

が
多
く
、
明
る
い
雰
囲
気
に
包
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

従
業
員
の
年
齢
層
は
、
20
代
か
ら
60
代
ま
で
と
幅

広
く
、
子
育
て
中
な
ど
、
生
活
ス
タ
イ
ル
に
合
わ
せ

た
勤
務
時
間
を
提
供
し
、
従
業
員
の
生
活
を
尊
重
し

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
従
業
員
が
自
由
に
意
見
を
述
べ
や
す
い
社

風
を
心
が
け
、
長
く
勤
め
て
も
ら
う
た
め
に
、
一
人

に
か
か
る
仕
事
の
負
担
を
軽
減
す
る
な
ど
、
様
々
な

取
り
組
み
を
し
て
い
ま
す
。

株
式
会
社  

堀
江
塗
料  

堀
江　

博
子 

（
ほ
り
え  

ひ
ろ
こ
） 

さ
ん

　

従
業
員
の
女
性
た
ち
は
、
事
務
だ
け
で
は
な
く
、

営
業
の
一
翼
を
担
い
、
業
務
内
容
も
多
岐
に
わ
た
る

こ
と
か
ら
「
楽
し
く
い
る
こ
と
」
を
心
掛
け
て
い
る

そ
う
で
す
。
社
外
で
頑
張
る
男
性
た
ち
と
、
社
内
を

守
る
女
性
た
ち
が
事
業
目
的
と
情
報
を
共
有
し
、
お

互
い
を
フ
ォ
ロ
ー
し
合
い
な
が
ら
、
お
客
様
の
お
役

に
立
て
る
こ
と
は
、
や
り
が
い
が
あ
る
と
語
っ
て
く

れ
ま
し
た
。

　

来
年
迎
え
る
50
周
年
、
そ
し
て
そ
の
先
に
向
け
て
、

お
客
様
は
も
ち
ろ
ん
の
事
、
従
業
員
や
取
引
先
様
な

ど
、
人
と
の
つ
な
が
り
を
大
切
に
し
て
い
く
こ
と
で
、

飛
躍
し
て
い
き
た
い
と
笑
顔
で
語
る
博
子
社
長
。
今

後
も
、
地
域
と
従
業
員
に
愛
さ
れ
る
会
社
作
り
を
し

て
い
き
た
い
と
、
抱
負
を
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　
　
　
（
文
：
経
営
支
援
課　

鈴
木
千
理
）

〒 411-0816　三島市梅名 88-1 
TEL.055-977-7484　FAX.055-977-6944

休日：日曜・祝日
Emall： horie@paint-eshop.com

女性スタッフの皆さんと堀江博子さん（下右から２人目）
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介
護
休
業
を
３
回
に
分
け
ら
れ

る
の
で
、
長
期
の
付
き
添
い
介

護
が
し
や
す
く
な
り
ま
す
。

改 正 内 容 現　　行 改　正　後

1
介護休業 （９３日：介護の
体制構築のための休業） の
分割取得

原則１回に限り、９３日まで取得可能 取得回数の実績を踏まえ、介護の始期、終期、その間の期間にそれぞれ対
応するという観点から、対象家族１人につき通算９３日まで、３回を上限
として、介護休業の分割取得を可能とする。

2
介護休暇 （年５⽇） の取得
単位の柔軟化

１日単位での取得 半日（所定労働時間の二分の一）単位の取得を可能とする。
＜日常的な介護ニーズに対応＞
⼦の看護休暇と同様の制度

3

介護のための所定労働時間
の短縮措置等 （選択的措置
義務）

介護休業と通算して９３日の範囲内で
取得可能

介護休業とは別に、利⽤開始から３年の間で２回以上の利⽤を可能とする。
＜日常的な介護ニーズに対応＞
事業主は以下のうちいずれかの措置を選択して講じなければならない。

（措置内容は現⾏と同じ）①所定労働時間の短縮措置（短時間勤務） ②フ
レックスタイム制度③始業・終業時刻の繰上げ・繰下げ④労働者が利⽤す
る介護サービス費⽤の助成その他これに準じる制度

4

介護のための所定外労働の
免除 （新設）

なし 介護終了までの期間について請求することのできる権利として新設する。
＜日常的な介護ニーズに対応＞
 ・当該事業主に引き続き雇⽤された期間が１年未満の労働者等は、労使協定によ
　り除外できる。
 ・１回の請求につき１⽉以上１年以内の期間で請求でき、事業の正常な運営を妨
　げる場合には事業主は請求を拒否できる。

5

有期契約労働者の介護休業
の取得要件の緩和

①当該事業主に引き続き雇⽤された期
間が過去１年以上であること、②休業
開始予定日から９３日を経過する日以
降も雇⽤継続の⾒込みがあること、③
９３日経過日から 1 年経過する日まで
の間に更新されないことが明らかであ
る者を除く

①当該事業主に引き続き雇⽤された期間が過去１年以上であること、
②９３日経過日から６ヵ⽉を経過する日までの間に、その労働契約（労働
　契約が更新される場合にあっては、更新後のもの）が満了することが明
　らかでない者とし、取得要件を緩和する。

介護休業等の対象家族の範囲の拡大【省令事項】
　　同居・扶養していない祖⽗⺟、兄弟姉妹及び孫も追加。（現⾏：配偶者、⽗⺟、⼦、配偶者の⽗⺟、同居かつ扶養している祖⽗⺟、兄弟姉妹及び孫）

仕事と介護の両立支援制度の見直し

平成２９年１月１日に施行された
「改正育児・介護休業法」

新しい制度を利用して仕事も介護も両立させましょう。

改正の趣旨

改正内容【介護離職を防⽌し、仕事と介護の両立を可能とするための制度の整備】

　

介
護
と
仕
事
の
両
立
は
こ
れ
ま
で
の
課

題
で
し
た
。
介
護
を
し
よ
う
と
す
れ
ば
必

ず
長
期
の
付
き
添
い
が
必
要
と
な
る
時
が

あ
り
ま
す
。
従
来
の
介
護
制
度
で
も
、
93

日
の
介
護
休
業
が
と
れ
ま
し
た
が
、
原
則

１
回
し
か
休
め
ず
、
そ
れ
以
上
介
護
し
よ

う
と
す
れ
ば
仕
事
へ
の
支
障
を
考
え
、
断

念
す
る
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
し
た
。
例
え
ば
、

介
護
を
必
要
と
す
る
家
族
が
入
院
す
る
時

や
退
院
す
る
時
、
施
設
に
入
所
す
る
準
備

期
間
な
ど
、
長
期
的
な
介
護
が
必
要
に
な

る
時
期
は
何
回
も
あ
り
ま
す
。

　

今
回
の
法
改
正
で
は
、
こ
の
よ
う
な
介

護
休
業
取
得
困
難
な
事
情
を
踏
ま
え
、
93

日
の
期
間
を
３
回
ま
で
分
け
て
取
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
要
介

護
者
の
入
院
、
退
院
な
ど
介
護
が
必
要
な

時
に
必
要
な
期
間
だ
け
を
取
得
す
る
こ
と

で
、
長
期
的
な
介
護
と
仕
事
と
の
バ
ラ
ン

ス
を
取
り
や
す
く
な
り
ま
し
た
。

　

介
護
の
た
め
に
仕
事
を
辞
め
る
事
を
考

え
る
の
で
は
な
く
、
ま
ず
は
休
み
を
使
い
、

仕
事
と
両
立
で
き
な
い
か
考
え
ま
し
ょ

う
。

働きやすく休みやすく
育児・介護休業法改正！

○ 介護が必要な家族を抱える労働者が介護サービス等を十分に活用できるようにするため、介護休業や柔軟な働き方の制
　 度を様々に組み合わせて対応できるような制度の構築が必要。
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「
子
の
看
護
休
暇
」
が
半
日
単
位

で
取
得
可
能
に
！

働
く
マ
マ
に
お
助
け
！

こ
こ
が
変
わ
っ
た
法
改
正

病
気
や
怪
我
を
し
た
子
供
の
世
話
に

契
約
社
員
や
派
遣
社
員
、
パ
ー

ト
タ
イ
マ
ー
で
も
育
児
休
業
が

取
り
や
す
く
な
り
ま
し
た
！

改 正 内 容 現　　行 改　正　後

1

子の看護休暇 （年５日） の
取得単位の柔軟化

１日単位での取得 半日（所定労働時間の二分の一）単位の取得を可能とする。
※所定労働時間が４時間以下の労働者については適⽤除外とし、１日単位。
※業務の性質や業務の実施体制に照らして、半日を単位として取得するこ
とが困難と認められる労働者は、労使協定により除外できる。
※労使協定により、所定労働時間の二分の一以外の「半日」とすることがで
きる。（例：午前３時間、午後５時間など）

2

有期契約労働者の育児休業
の取得要件の緩和

①当該事業主に引き続き雇⽤された期
間が１年以上であること、②１歳以降
も雇⽤継続の⾒込みがあること、③２
歳までの間に更新されないことが明ら
かである者を除く

①当該事業主に引き続き雇⽤された期間が過去１年以上であること、
②⼦が１歳６ヶ⽉になるまでの間に、その労働契約（労働契約が更新され
る場合にあっては、更新後のもの）が満了することが明らかでないものと
し、取得要件を緩和する。

3

育児休業等の対象となる子
の範囲

法律上の親⼦関係である実⼦・養⼦ 特別養⼦縁組の監護期間中の⼦、養⼦縁組⾥親に委託されている⼦といっ
た法律上の親⼦関係に準じると⾔えるような関係にある⼦については育児
休業制度等の対象に追加する。
※法律上の親⼦関係に準ずる⼦については、省令で規定

4

妊娠・出産・育児休業・介
護休業をしながら継続就業
しようとする男⼥労働者の
就業環境の整備

事業主による不利益取扱い（就業環境
を害することを含む。）は禁止

 ・妊娠・出産・育児休業・介護休業等を理由とする、上司・同僚による就
　業環境を害する⾏為を防止するため、雇⽤管理上必要な措置を事業主に
　義務づける。
 ・派遣先で就業する派遣労働者については、派遣先も事業主とみなして、
　上記防止措置義務を適⽤する。また事業主による育児休業等の取得等を
　理由とする不利益取扱いの禁止規定を派遣先にも適⽤する。

仕事と育児の両立支援制度の見直し
改正の趣旨

改正内容【多様な家族形態・雇用形態に対応した育児期の両立支援制度等の整備】

　

小
学
校
就
学
前
の
子
供
を
持
つ
方
は
年

５
日
（
子
供
が
２
人
以
上
の
場
合
は
10
日
）

ま
で
、
子
供
が
病
気
や
怪
我
を
し
た
時
に

世
話
を
し
た
り
、
予
防
接
種
、
健
康
診
断

な
ど
を
受
け
さ
せ
る
た
め
に
「
子
の
看
病

休
暇
」
を
取
得
で
き
ま
し
た
が
、
こ
れ
ま

で
１
日
単
位
で
あ
っ
た
の
が
、
改
正
法
で

は
半
日
単
位
（
所
定
労
働
時
間
1
/
2
）

の
取
得
が
可
能
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
に

よ
り
午
前
中
は
お
母
さ
ん
が
、
午
後
か
ら

は
お
父
さ
ん
が
会
社
を
早
退
し
て
子
供
の

面
倒
見
る
な
ど
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
な
休
暇
取

得
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

　

今
働
い
て
い
る
お
母
さ
ん
は
も
ち
ろ

ん
、
こ
れ
か
ら
お
母
さ
ん
に
な
る
女
性

も
「
子
供
が
急
に
病
気
に
な
っ
た
ら
？
」

「
パ
ー
ト
社
員
で
も
育
休
は
取
れ
る
の
？
」

な
ど
不
安
に
思
う
こ
と
も
あ
る
は
ず
で

す
。
そ
ん
な
働
く
お
母
さ
ん
に
有
利
に

な
っ
た
今
回
の
法
改
正
の
ポ
イ
ン
ト
を
解

説
し
ま
す
。

　

契
約
社
員
や
有
期
契
約
社
員
、
パ
ー
ト

タ
イ
マ
ー
が
育
休
を
取
る
た
め
の
条
件
が

大
幅
に
緩
和
さ
れ
ま
し
た
。
育
休
を
申
し

出
た
時
点
で
１
年
以
上
雇
用
さ
れ
て
い
る

と
い
う
条
件
は
一
緒
で
す
が
、
子
供
が
１

歳
６
ヶ
月
に
な
る
ま
で
に
契
約
終
了
が
確

実
で
な
け
れ
ば
、
育
休
の
取
得
が
可
能
と

な
り
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
は
、
働
き
た
い

と
い
う
意
思
が
あ
っ
て
も
会
社
が
契
約
を

更
新
し
て
く
れ
る
か
わ
か
ら
な
い
な
ど
の

理
由
で
、
育
休
が
取
り
に
く
か
っ
た
方
も

今
後
は
休
み
を
取
り
安
く
な
り
ま
す
。

（
文
：
経
営
支
援
課　

土
屋
直
子
）

　今回の改正では育休や短時間勤務制度な

どの申請や利用に関し嫌がらせを防止する

ことが事業主に義務付けられました。

　休暇取得者に対する同僚からのハラスメ

ントには会社が責任を持って防止しなくて

はなりません！

     重  要！

○ ⾮正規雇用労働者の育児休業の取得促進や妊娠・出産・育児休業・介護休業等を理由とする不利益取扱い等の防止を図
　 ることが必要。
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国 
の 

補 

助 

金 

情 

報

今
後
公
募
が
始
ま
る

中
小
・
小
規
模
事
業
者
向
け
の

問合せ：三島商工会議所 TEL055-975-4441

　

国
の
平
成
29
年
度
予
算
の
中
で
、
特
に

中
小
・
小
規
模
事
業
者
に
有
効
な
補
助
金

情
報
を
入
手
し
ま
し
た
。

　

現
在
、
補
助
対
象
経
費
や
募
集
時
期
は

未
定
で
す
が
、
国
会
承
認
後
に
全
国
を
対

象
に
行
わ
れ
ま
す
。

　

Ｍ
‐
ス
テ
で
は
申
請
支
援
を
行
っ
て
お

り
ま
す
の
で
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
下

さ
い
。

　

中
小
企
業
者
等
が
、
業
務
効
率
化
や
生
産

性
向
上
等
を
目
指
す
計
画
を
策
定
し
、
Ｉ
Ｔ

ツ
ー
ル
（
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
、
ク
ラ
ウ
ド
サ
ー

ビ
ス
等
）
を
導
入
す
る
際
の
経
費
を
補
助
し

ま
す
。

上
限　

1
0
0
万
円 （
2
/
3
）

下
限　

 

20
万
円 （
2
/
3
）

　

ま
ず
は
、改
善
業
務
に
必
要
な
「
Ｉ
Ｔ
ツ
ー

ル
」（
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
･
サ
ー
ビ
ス
等
）
及
び

「
Ｉ
Ｔ
導
入
支
援
事
業
者
」
を
補
助
金
事
務
局

Ｈ
Ｐ
で
検
索
し
、「
Ｉ
Ｔ
導
入
支
援
事
業
者
」

と
詳
細
を
詰
め
ま
し
ょ
う
。

①
原
則
2
0
0
万
円 （
2
/
3
）

②
廃
業
を
伴
う
場
合
は
合
計
5
0
0
万
円

　
（
2
/
3
）

※
株
式
買
取
・
納
税
資
金
は
補
助
対
象
外

※
対
象
事
業
の
①
②
③
業
務
の
う
ち
か
ら
２

　

つ
以
上
の
Ｉ
Ｔ
ツ
ー
ル
の
導
入
・
活
用
が

　

必
要
で
す
。

※
導
入
し
た
い
Ｉ
Ｔ
ツ
ー
ル
の
提
案
や
申
請

　

書
類
の
代
理
申
請
は
、
国
か
ら
認
定
さ
れ

　

た 「
Ｉ
Ｔ
導
入
支
援
事
業
者
」 

が
代
理
で
行

　

い
ま
す
。

※
Ｉ
Ｔ
導
入
支
援
事
業
者
及
び
Ｉ
Ｔ
ツ
ー
ル

　

の
検
索
は
補
助
金
事
務
局
Ｈ
Ｐ
か
ら
で
き

　

ま
す
。

　

https://w
w

w
.it-hojo.jp/

上
限  

1
台（
１
シ
ス
テ
ム
）20
万（
2
/
3
）

※
商
品
マ
ス
タ
の
設
定
が
必
要
な
場
合
は

　

40
万
円

【
問
合
せ
先
】

　

Ｍ
‐
ス
テ  

☎
9
7
5
‐
4
4
4
1

Ｉ
Ｔ
導
入
補
助
金
は
ソ
フ
ト
・
サ
ー
ビ
ス
導
入

が
対
象
、一
方
、ハ
ー
ド
の
Ｉ
Ｔ
ツ
ー
ル
の
導

入
に
は
レ
ジ
補
助
金
の
活
用
が
可
能
で
す
。

①②

①②

③

経  営  支  援

毎
月
80
名
以
上
が
視
聴
！

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で

経
営
セ
ミ
ナ
ー

三
島
商
工
会
議
所
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
下
記
バ
ナ
ー
か
ら

ご
利
用
で
き
ま
す
。

会
員
限
定
・
無
料

【
Ｉ
Ｄ
】
ｋ
０
３
２
５

【
Ｐ
Ｓ
】
４
４
４
１

　

Ｍ
‐
ス
テ
で
は
、
当
所
会

員
が
無
料
で
、
何
時
で
も
、

何
処
で
も
･
好
き
な
だ
け
、

経
営
に
役
立
つ
研
修
が
で
き

る
Ｗ
Ｅ
Ｂ
サ
イ
ト
を
開
設
し

ま
し
た
。

　

経
営
実
務
・
社
員
研
修
・

労
務
・
経
理
な
ど
、
様
々
な

分
野
の
セ
ミ
ナ
ー
が
視
聴
で

き
ま
す
。
経
営
支
援
情
報
の

入
手 

・
自
己
啓
発
や
社
内
研

修
に
ぜ
ひ
ご
活
用
下
さ
い
！

【
対
象
事
業
】

第
２
次
募
集
決
定
！

【
対
象
事
業
】

【
補
助
上
限 （
補
助
率
）】

【
補
助
上
限 （
補
助
率
）】

【
申
請
手
続
き
】

【
補
助
上
限 （
補
助
率
）】

経
営
革
新
等

新
商
品
、
新
分
野
へ
の
挑
戦
等
、
ビ
ジ
ネ

ス
モ
デ
ル
の
転
換
に
よ
る
市
場
創
出
、
新

市
場
開
拓

新
規
設
備
導
入
に
よ
る
生
産
性
向
上
等

既
存
事
業
の
廃
業

併
せ
て
既
存
事
業
を
廃
業
し
新
事
業
に
挑
戦

す
る
な
ど
、 

事
業
の
再
構
築
を
行
う
事
業

広
報
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
、
カ
ー
ド
決

済
、
販
売
方
法
、
決
済
な
ど
売
上
に
寄
与

し
、
顧
客
と
対
面
し
て
売
上
げ
を
作
り
出

す「
フ
ロ
ン
ト
業
務
」

顧
客
管
理
、
納
期
管
理
、
材
料
受
注
、
工

程
改
善
、
人
員
配
置
、
労
働
時
間
、
人
員

配
置
な
ど
、
原
価
･
納
期
･
在
庫
な
ど
を

管
理
し
、
フ
ロ
ン
ト
業
務
を
支
え
る「
ミ

ド
ル
業
務
」

税
務
、
給
与
な
ど
会
計
、
債
権
な
ど
を
正

確
に
把
握
し
て
業
務
改
善
の
基
礎
と
な
る

「
バ
ッ
ク
オ
フ
ィ
ス
業
務
」
税
務
、
給
与

な
ど
会
計
、
債
権
な
ど
の
動
き
を
正
確
に

把
握
し
て
業
務
改
善
の
基
礎
と
な
る

事
業
承
継
補
助
金

複
数
税
率
対
応
レ
ジ

導
入
等
支
援
補
助
金

Ｉ
Ｔ
導
入
補
助
金
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三
嶋
大
社
前
の
大
社
前
商
店
会
は
、
三
嶋

大
社
の
花
見
で
賑
わ
う
３
月
25
日（
土
）～
４

月
２
日（
日
）ま
で
売
出
し
セ
ー
ル
を
開
催
致

し
ま
す
。

　

期
間
中
に
商
店
会
加
盟
店
で
５
０
０
円
以

上
の
買
い
物
す
る
と
、
１
回
抽
選
会
に
参
加

で
き
ま
す
。
抽
選
会
は
週
末（
土
日
）に
大
社

の
杜
み
し
ま
で
実
施
し
ま
す
。

　

気
に
な
る
景
品
は
、
各
商
店
の
イ
チ
オ
シ

商
品
を
１
０
０
０
名
様
分
ご
用
意
し
て
お
り

ま
す
。

【
抽
選
会
日
程
】

　

３
月
25
日（
土
）・
26
日（
日
）・

　

４
月
１
日（
土
）・
２
日（
日
）

　

い
ず
れ
も
11
時
～
15
時

（
文
：
ま
ち
づ
く
り
課　

塩
谷
洋
司
）

三
嶋
大
社
満
開
さ
く
ら
抽
選
会

売
出
し
セ
ー
ル
始
ま
り
ま
す

大社前さくらまつり

稲田会頭挨拶

オープニングセレモニーで
趣旨を話す岩本実行委員長（左）

多くの人でにぎわう楽寿園

「
ア
モ
ー
レ
」を
テ
ー
マ
に
47
店
舗
が
お
も
て
な
し

『
ア
モ
ー
レ
み
し
ま
』約
1.1
万
人
で
賑
わ
う

　

飲
食
店
を
は
じ
め
と
し
た
三
島
市
内
の
参

加
店
舗
が
ア
モ
ー
レ（
愛
）溢
れ
る
企
画
を
行

い
、
街
全
体
が
ア
モ
ー
レ
で
満
た
さ
れ
る
イ

ベ
ン
ト
が
２
月
11
日
・
12
日
に
開
催
さ
れ
、

２
日
間
で
約
1.1
万
人
が
訪
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
三
島
で
楽
し
く
過
ご
し

三
島
の
素
晴
ら
し
さ
を
体
感
し
て
も
ら
う
こ

と
を
目
的
に
行
わ
れ
、
ア
モ
ー
レ
な
人
と

一
緒
に
オ
シ
ャ
レ
を
し
て
、
よ
く
食
べ
、
よ

く
飲
み
、
三
島
の
街
を
大
人
デ
ー
ト
し
て
も

ら
う
催
し
で
す
。
メ
イ
ン
会
場
の
楽
寿
園
で

は
カ
ッ
プ
ル
コ
ン
テ
ス
ト
、
参
加
店
の
一
部

店
舗
で
は
カ
ン
ツ
ォ
ー
ネ
デ
ィ
ナ
ー
や
婚
活

パ
ー
テ
ィ
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

２
月
11
日
に
楽
寿
園
で
行
わ
れ
た
オ
ー
プ

ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
に
は
豊
岡
市
長
や
稲
田

会
頭
が
出
席
し
、
稲
田
会
頭
は
「
三
島
に
は

箱
根
西
麓
三
島
野
菜
を
初
め
と
し
た
多
く
の

美
味
し
い
食
べ
物
が
あ
る
。
イ
タ
リ
ア
ン
の

店
も
大
変
多
く
な
っ
て
き
た
。
美
味
し
い
三

島
の
食
や
せ
せ
ら
ぎ
な
ど
、
三
島
の
街
を
歩

き
楽
し
ん
で
も
ら
い
た
い
。」
と
来
場
者
に
呼

び
か
け
ま
し
た
。

　

来
場
者
は
各
店
舗
で
企
画
さ
れ
た
お
も
て

な
し
を
体
験
し
た
り
、
２
日
間
の
た
め
に
用

意
さ
れ
た
料
理
教
室
や
サ
イ
ク
リ
ン
グ
な
ど

に
参
加
し
、
三
島
の
街
を
楽
し
ん
で
い
ま
し

た
。    （
文
：
ま
ち
づ
く
り
課　

塩
谷
洋
司
）



8

POLA THE BEAUTY 三島店

ご案内図

国道１号

三
島
二
日
町

三島田町

至
箱
根

至
沼
津

イ
ト
ー

ヨ
ー
カ
ド
ー

イ
エ
ロ
ー
ハ
ッ
ト

横
浜
ゴ
ム

三
島
工
場

三
島
市
消
防
本
部

下
田
街
道

POLA THE BEAUTY
　　   三島店

POLA THE BEAUTY
　　   三島店

南二日町IC

〒411-0836  静岡県三島市富田町7-28  1階　TEL：055-972-2172
営業時間  10：00～20：00  17：00以降は予約制

定休日：日曜日・祝日  ご予約の方のみ承ります。 お気軽にお問合せ下さい。
駐車場：有り

　

国
内
47
都
道
府
県
で
約
６
３
０
店
舗
を
展
開
す
る

「
Ｐ
Ｏ
Ｌ
Ａ 

Ｔ
Ｈ
Ｅ 

Ｂ
Ｅ
Ａ
Ｕ
Ｔ
Ｙ
」
が
三
島
市
に

初
出
店
し
ま
し
た
。

　

こ
ち
ら
の
お
店
で
は
、
美
容
の
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト

「
ビ
ュ
ー
テ
ィ
ー
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
」
が
一
人
一
人
の
お

客
様
に
寄
り
添
い
な
が
ら
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
、
エ
ス

テ
、
製
品
（
ホ
ー
ム
エ
ス
テ
）
を
ひ
と
つ
の
化
粧
品

と
し
て
届
け
る
こ
と
を
大
切
に
最
適
な
美
容
を
提
案

さ
れ
て
い
ま
す
。「
先
ず
は
、
お
客
様
を
知
る
こ
と
、

そ
の
た
め
に
は
現
在
の
肌
状
況
や
生
活
習
慣
等
を
伺

い
な
が
ら
ケ
ア
プ
ラ
ン
を
考
え
ま
す
。」
と
は
石
川

オ
ー
ナ
ー
。
人
気
の
エ
ス
テ
で
は
、女
性
の
肌
を
分
析
・

研
究
し
、
解
剖
学
等
の
知
識
を
活
か
し
た
マ
ッ
サ
ー

ジ
理
論
に
基
づ
き
手
の
触
れ
方
、
動
き
方
、
そ
の
ひ

と
つ
ひ
と
つ
ま
で
拘
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
新
た
に
日
本
初
の
シ
ワ
改
善
美
容
液
「
リ

ン
ク
ル
シ
ョ
ッ
ト
」
が
15
年
の
研
究
を
経
て
誕
生
し

ま
し
た
。
お
肌
の
真
皮
に
作
用
し
改
善
効
果
を
３
ヶ

月
で
も
た
ら
す
そ
の
ス
ピ
ー
ド
感
も
化
粧
品
の
範
疇

を
超
え
て
い
る
と
話
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ポ
ー
ラ
87
年
の
歴
史
が
凝
縮
し
た
時
間
を
是
非
ご

体
験
下
さ
い
。

（
文
：
総
務
課　

金
井
雅
彦
）

創業の想い……ポーラ最初のクリームをつくった乳鉢
「最上のものを一人ひとりにあったお手入れとともに

直接お渡ししたい」～創業者　鈴木　忍　氏のことばより～

※本誌ご持参の方には、
「リンクルショット１週間体験

セット」プレゼント 
（平成29年4月末日まで）

［顔エステコースメニュー］
・ＢＡプレミアムコース
（トライアル）………9,180円
・ＡＰＥＸスペシャルコース
（トライアル）………5,940円
・WHITISSIMO＆MOISTISSIMO
ベーシックコース（トライアル）
                  　………3,780円
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カフェバール RITORNO
（リトルノ）

ご案内図

三島本町
タワーズ
ショップ

三石神社

至三島駅

ヒロセ
パーク

広
小
路

静
岡
銀
行

三
島
商
工
会
議
所

楽寿園

カフェバール
 RITORNO

カフェバール
 RITORNO

〒411-0848  三島市泉町14-16（千照ビル1F）　TEL：055-981-7557
営業時間：【通し営業】（月火木金土）12：00～24：00（水）12：00～17：00

定休日：日曜日
URL  http://ritornooo.exblog.jp/　E-mail  ritorno2013@gmail.com

　

扉
を
開
く
と
、
店
主
の
上
野
さ
ん
が
明
る
く
笑
顔

で
出
迎
え
て
く
れ
る 

。

　

R
I
T
O
R
N
O（
リ
ト
ル
ノ
）は
、
イ
タ
リ
ア
語

で  

”お
帰
り
な
さ
い
“

　

上
野
さ
ん
は
、「
一
人
ご
は
ん
し
た
い
時
」、「
ラ
ン

チ
後
も
ゆ
っ
く
り
し
た
い
時
」、「
ゴ
ル
フ
後
の
隙
間

時
間
に
ひ
と
段
落
し
た
い
時
」、「
夜
中
に
美
味
し
い

コ
ー
ヒ
ー
を
飲
み
た
い
時
」、「
お
昼
か
ら
お
酒
を
飲

み
た
い
時
」、「
お
家
の
よ
う
に
寛
ぎ
た
い
時
」、
ま
た
、

「
み
ん
な
で
わ
い
わ
い
騒
ぎ
た
い
時
」
な
ど
…
。

　

お
客
様
の
い
つ
で
も
立
ち
寄
れ
る
使
い
勝
手
の
良

い
お
店
に
し
た
い
と
平
成
19
年
に
お
店
を
オ
ー
プ
ン

し
ま
し
た
。

　

店
内
は
、
木
家
具
と
雑
貨
類
が
程
よ
く
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
ト
さ
れ
て
、
初
め
て
訪
れ
た
時
か
ら
不
思
議
と

落
ち
着
く
空
間
が
味
わ
え
ま
す
。

　

エ
ス
プ
レ
ッ
ソ
、
焼
き
菓
子
、
サ
ン
ド
イ
ッ
チ
、

食
事
、
ア
ル
コ
ー
ル
。
ご
は
ん
派
に
は
ご
は
ん
メ

ニ
ュ
ー
も
。
い
ろ
ん
な
も
の
を
少
し
ず
つ
食
べ
ら
れ

る
お
惣
菜
や
自
家
製
ミ
ニ
デ
ザ
ー
ト
も
嬉
し
い
。
箱

根
西
麓
野
菜
な
ど
地
元
の
お
野
菜
や
お
肉
を
使
っ
て

い
ま
す
。
い
つ
で
も
食
事
も
デ
ザ
ー
ト
も
コ
ー
ヒ
ー

も
お
酒
も
楽
し
め
ま
す
。

　

レ
ス
ト
ラ
ン
よ
り
も
入
り
や
す
く
、
居
酒
屋
よ
り

も
ち
ょ
っ
と
雰
囲
気
が
あ
る
。

で
も
カ
フ
ェ
よ
り
も
食
事
を
楽
し
め
る
、カ
フ
ェ
バ
ー

ル 

リ
ト
ル
ノ
さ
ん
に
行
き
ま
し
ょ
う
！

（
文
：
経
営
支
援
課  

石
渡
智
英
）

夕
方
を
楽
し
む
提
案

A
p
e
r
i
t
i
vo 【
ア
ペ
リ
テ
ィ
ー
ボ
】 

の
時
間

毎
日
17
時
〜
19
時
は
食
前
酒
¥
5
0
0
。

更
に
毎
週
木
・
金
17
時
〜
19
時
は
、

お
好
き
な
ア
ル
コ
ー
ル
＋
¥
3
0
0
で
お
つ
ま
み
F
R
E
E
。

（
お
酒
を
お
飲
み
に
な
ら
な
い
お
連
れ
様
は
、ノ
ン
ア
ル
コ
ー
ル

ビ
ー
ル
・
ノ
ン
ア
ル
コ
ー
ル
ワ
イ
ン
・
ノ
ン
ア
ル
コ
ー
ル
カ
ク
テ
ル

¥
5
0
0
＋
¥
5
0
0
で
お
つ
ま
み
F
R
E
E
。）

月
火
木
金
土
の
24
時
〜
3
時《
夜
更
か
し
の
時
間
》

R
I
T
O
R
N
O
 N
I
G
H
T
S
W
I

M
M
I
N
G

12
時
〜
15
時
1
0
0
0
円
の
ご
利
用
ご
と
に
1
0
0
円
の
駐
車

サ
ー
ビ
ス
券
を
お
渡
し
し
て
い
ま
す
。

お得なおすすめ情報！
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青
年
部
ニ
ュ
ー
ス

女
性
部
ニ
ュ
ー
ス

食事会の様子

集合写真

スペシャルライブの様子 ぬまづ熱風舞人の皆様の演舞

　

３
月
３
日（
金
） 
に
沼
津
商
工
会
議
所
女
性

会
主
催
の 「
ぬ
ま
づ
雛
の
ま
つ
り
」 

が
、
沼
津

リ
バ
ー
サ
イ
ド
ホ
テ
ル
に
て
開
催
さ
れ
、
当

女
性
か
ら
1
1
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

第
１
部
の
食
事
会
で
は
、
ぬ
ま
づ
熱
風
舞

人
の
皆
様
に
よ
る
よ
さ
こ
い
演
舞
が
披
露
さ

れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
第
２
部
で
は
、「
日
本
エ
ル
ヴ
ィ
ス

コ
ン
テ
ス
ト
」 

で
グ
ラ
ン
プ
リ
を
受
賞
さ
れ

た
、
B
i
i
i
y
片
田
&
テ
ネ
シ
ー
ウ
エ
ス

ト
に
よ
る
ス
ペ
シ
ャ
ル
ラ
イ
ブ
が
催
さ
れ
、

参
加
者
全
員
で
歌
っ
た
り
、
踊
り
を
踊
っ
た

り
と
楽
し
い
ひ
と
時
を
過
ご
し
ま
し
た
。

沼
津
商
工
会
議
所
主
催

「
ぬ
ま
づ
雛
の
ま
つ
り
」に
参
加
し
ま
し
た
！

公開トークイベントの様子

大盛り上がりの会場

　

２
月
22
日（
水
）に
公
開
ト
ー
ク
イ
ベ
ン
ト

「
世
界
を
切
り
開
け
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

世
界
を
股
に
掛
け
活
躍
さ
れ
て
き
た
ス

ポ
ー
ツ
界
の
ト
ッ
プ
ア
ス
リ
ー
ト
で
あ
る
元

ラ
グ
ビ
ー
日
本
代
表
小
野
澤
宏
時
さ
ん
、
女

子
プ
ロ
ゴ
ル
フ
日
本
代
表
の
西
山
ゆ
か
り
さ

ん
、
元
サ
ッ
カ
ー
日
本
代
表
の
市
川
大
祐
さ

ん
に
、
ご
自
身
の
こ
れ
ま
で
ス
ポ
ー
ツ
人
生

で
経
験
し
た
様
々
な
事
柄
に
つ
い
て
お
話
し

頂
き
ま
し
た
。

　

夢
の
実
現
に
向
け
て
、
今
、
目
の
前
の
課

題
を
一
生
懸
命
や
る
コ
ト
の
大
切
さ
、
良
い

と
こ
ろ
を
伸
ば
し
、
悪
い
と
こ
ろ
個
性
と
し

て
自
分
自
身
で
認
め
る
コ
ト
、
続
け
て
や
っ

て
く
る
で
あ
ろ
う
困
難
に
準
備
を
怠
ら
な
い
、

変
化
を
楽
し
む
、
理
想
だ
け
求
め
ず
一
つ
づ

ク
リ
ア
し
て
い
く
事
な
ど
、
ス
ポ
ー
ツ
だ
け

で
な
く
、
仕
事
や
経
営
、
日
々
の
コ
コ
ロ
の

持
ち
方
な
ど
に
と
て
も
参
考
に
な
る
お
話
を

聞
く
事
が
で
き
ま
し
た
。

公
開
ト
ー
ク
イ
ベ
ン
ト
大
盛
況
！

大懇親会の様子

卒業者を囲んで

　

青
年
部
で
は
、２
月
23
日（
木
）～
25
日（
土
）

に
北
海
道
岩
見
沢
市
に
て
開
催
さ
れ
た
「
日

本
Ｙ
Ｅ
Ｇ
第
36
回
全
国
大
会
北
海
道
い
わ
み

ざ
わ
大
会
」
に
メ
ン
バ
ー
10
名
で
参
加
し
ま

し
た
。

　

会
員
総
会
や
記
念
式
典
、
長
野
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
で
金
メ
ダ
ル
を
獲
得
し
た
清
水
宏
保

氏
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に
シ
ド
ニ
ー
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
銅
メ
ダ
リ
ス
ト
の
田
中
雅
美
氏
を

迎
え
た
記
念
講
演
会
等
に
参
加
し
ま
し
た
。

大
懇
親
会
で
は
全
国
の
Ｙ
Ｅ
Ｇ
同
志
と
親
交

を
深
め
、
引
続
き
開
催
さ
れ
た
卒
業
式
で
は
、

本
年
度
で
卒
会
さ
れ
る
尾
友
秀
人
氏（
㈲
若
松

商
事
）を
メ
ン
バ
ー
一
同
で
盛
大
に
送
り
出
し

ま
し
た
。

日
本
Ｙ
Ｅ
Ｇ
第
36
回
全
国
大
会

北
海
道
い
わ
み
ざ
わ
大
会
開
催
さ
れ
る
！
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活 動 報 告

開
運
札
願
掛
け
イ
ベ
ン
ト

大
盛
り
上
が
り
！

問合せ：三島商工会議所 TEL055-975-4441

　

去
る
２
月
12
日
、当
所
温
故
創
新
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
企
画「
開
運
札
イ
ベ
ン
ト
」
を
、
三
嶋

大
社
を
ス
タ
ー
ト
し
、
市
内
の
お
稲
荷
さ
ん

を
巡
る「
新
春
開
運
初
午
ツ
ア
ー
」
に
合
わ
せ

開
催
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
絵
馬
型
の
開
運
札
を
持
ち
、
市
内

稲
荷
や
店
舗
を
巡
り
願
掛
け
を
す
る
も
の
で
、

楽
し
み
な
が
ら
街
歩
き
が
で
き
、
大
社
に
参

拝
に
来
ら
れ
る
方
が
、
何
と
か
商
店
街
に
足

を
運
ん
で
頂
け
な
い
か
、
願
掛
け
と
ス
タ
ン

プ
ラ
リ
ー
の
要
素
を
マ
ッ
チ
さ
せ
た
と
こ
ろ

大
盛
況
！
お
客
様
が
滞
留
す
る
事
で
、
店
先

の
商
品
に
も
自
然
と
目
が
届
き
ま
す
。
商
店

街
独
自
の
取
り
組
み「
ゆ
で
落
花
生
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
効
果
も
相
ま
っ
て
、
自
然
と
会
話
が

生
ま
れ
ま
す
。
協
力
し
て
頂
い
た
千
歳
屋
さ

ん
も
大
変
な
賑
わ
い
で
し
た
。

　

今
回
は
実
験
的
な
試
み
で
し
た
が
、
参
加

者
か
ら
は
、
継
続
実
施
を
希
望
す
る
声
を
多

く
頂
き
ま
し
た
。
今
後
、
新
た
な
三
島
の
観

光
メ
ニ
ュ
ー
の
一
つ
と
し
て
研
究
を
す
す
め

て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
文
：
経
営
支
援
課　

大
嶋
孝
博
）

ビンズン新都心視察

ヨコハマタイヤベトナム稲田会頭とチャン・タン・リム副委員長

統一会堂（旧大統領官邸）

開運札願掛けイベント

ヨコハマタイヤベトナム

ビンズン
人民委員会訪問

広
小
路
シ
ン
コ
ウ

パ
ー
キ
ン
グ

キ
ミ
サ
ワ

三島本町
タワーズ
ショップ

ボディフッション
ラブ

取扱いメーカー、SK －Ⅱ ･ アルビオン・MD 化粧品。
毎月１回、SK －Ⅱ無料お手入れ会開催‼︎
是非お越し下さい。

SK －Ⅱ　 アルビオン

〖メニュー〗
眉スタイリング300円、 メイクアップ1,000円、
肌診断(機械使用)無料
※メンバー様の特典として月に１度無料のお手入れ会を開催中

三島市広小路笑栄通り4－3　TEL：055-971-3109
定休日：毎週日曜日、 第二月曜日

ベ
ト
ナ
ム
海
外
視
察
研
修
会
を
実
施

　

２
月
18
日（
土
）か
ら
22
日（
水
）ま
で
の
５

日
間
、
当
所
創
立
70
周
年
記
念
事
業
の
一
環

と
し
て
、
海
外
に
お
け
る
企
業
戦
略
を
考
え

ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
に
繋
げ
る
こ
と
を
目
的

と
し
、
稲
田
会
頭
を
団
長
に
14
名
の
参
加
者

に
よ
る
ベ
ト
ナ
ム
・
ホ
ー
チ
ミ
ン
視
察
研
修

会
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

特
に
今
回
の
視
察
で
は
、
ホ
ー
チ
ミ
ン
近

郊
に
あ
る
ビ
ン
ズ
ン
省
人
民
委
員
会
へ
の
公

式
訪
問
が
実
現
し
、
チ
ャ
ン
・
タ
ン
・
リ
ム

副
委
員
長（
副
知
事
）を
は
じ
め
と
し
た
省
幹

部
の
方
々
と
貴
重
な
情
報
交
換
を
す
る
こ
と

が
で
き
た
と
同
時
に
、
ビ
ン
ズ
ン
省
と
東
急

電
鉄
が
合
弁
で
事
業
展
開
を
し
て
い
る
ビ
ン

ズ
ン
新
都
心
や
ミ
ー
フ
ッ
ク
工
業
団
地
、
横

浜
ゴ
ム
㈱
三
島
工
場
様
の
ご
協
力
に
よ
り
現

地
工
場
で
あ
る
ヨ
コ
ハ
マ
タ
イ
ヤ
ベ
ト
ナ
ム

の
視
察
も
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
ホ
ー
チ
ミ
ン
日
本
商
工
会
へ
も
訪

問
し
、
ベ
ト
ナ
ム
の
国
民
性
か
ら
経
済
状
況

ま
で
今
後
の
ベ
ト
ナ
ム
進
出
に
大
変
役
立
つ

情
報
も
聞
く
こ
と
が
で
き
、
ホ
ー
チ
ミ
ン
市

内
観
光
と
合
わ
せ
て
ベ
ト
ナ
ム
の
歴
史
や
文

化
、
経
済
を
学
ぶ
大
変
充
実
し
た
視
察
研
修

と
な
り
ま
し
た
。

（
文
：
経
営
支
援
課  

小
島
信
之
）

ホーチミンシティ

ホーチミン⽇本商工会訪問



事 業 所 名
アシストプランニング

（株）ゆう
光来運命鑑定室
仁科麻紀税理士事務所
長岡運輸(株)

中谷　真美
功刀多己子
杉村　光来
仁科　麻紀
木下　清一

三島市谷田
沼津市原
伊豆の国市三福
駿東郡長泉町下土狩
伊豆の国市長岡

他に分類されない専門サービス業
障害者福祉事業
その他の専門サービス業
税理士事務所
一般貨物自動車運送業

代表者名 事業所所在地 業　種　名
●運輸通信・サービス業部会 （順不同、敬称略）

事 業 所 名
創作 Cafe dining てっぱんや
手打ちそば　いしどう

岡本　幹雄
石堂　健一

三島市一番町
三島市沢地

一般飲食店
そば・うどん店

代表者名 事業所所在地 業　種　名
●飲食・旅館業部会 （順不同、敬称略）

事 業 所 名
東西合成（株）三島営業所
(株)白萌
ＡＢＢ日本ベーレー（株）

櫻井　憲一
遠藤　陽二
野口　達也

三島市西本町
駿東郡清水町伏見
伊豆の国市原木

工業用プラスチック製品製造業
一般機械器具製造業
開閉装置・配電盤・電力制御装置製造業

代表者名 事業所所在地 業　種　名
●製造業部会 （順不同、敬称略）

事 業 所 名
システムハウス（有）

（株）阿部建築
（株）成和

しつらえ工房 ココカラ

遠藤　慎司
阿部　良美
小野　和人
山下　利之

三島市萩
三島市谷田
三島市中島
三島市千枚原

建築リフォーム工事業
大工工事業
とび･土工･コンクリート工事業
建築工事業（木造建築工事業を除く）

代表者名 事業所所在地 業　種　名

事 業 所 名
（株）中物産

南箱根シェルト
（株）バンデロール（むぎのいえ三島店）

中川　亮一
渡邉　享子
川口　　勝

三島市加屋町
三島市笹原新田
三島市中田町

宗教用具小売業
各種食料品小売業
パン小売業（製造小売）

代表者名 事業所所在地 業　種　名
●商業部会 （順不同、敬称略）

●建設業部会 （順不同、敬称略）
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information

労
働
保
険
の
成
立
手
続
き
は

                         

お
済
で
す
か
？

建
設
業
一
人
親
方
労
災
保
険
へ

　
　
　

     

加
入
し
ま
せ
ん
か
？

　

労
働
保
険
と
は「
労
災
保
険
」
と「
雇
用
保

険
」
の
総
称
で
す
。

　

労
働
者
を
一
人
で
も
雇
用
し
て
い
る
事
業

主
は
加
入
手
続
き
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

【
労
災
保
険
】

　

労
働
者
が
業
務
中
、
通
勤
途
中
に
事
故
に

遭
遇
し
た
場
合
、
必
要
な
保
険
給
付
を
行
い
、

被
災
さ
れ
た
方
や
ご
家
族
の
生
活
を
保
護
し
、

社
会
復
帰
を
促
進
す
る
事
業
を
行
う
保
険
制

度
で
す
。

【
特
別
加
入
】

　

中
小
事
業
主
の
特
別
加
入
に
入
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　

通
常
の
労
災
で
は
カ
バ
ー
さ
れ
な
い
事
業

主
の
災
害
に
対
し
て
保
険
給
付
を
行
う
制
度

で
す
。
加
入
に
は
健
康
診
断
が
必
要
な
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合
せ
下
さ

い
。

【
雇
用
保
険
】

　

労
働
者
が
失
業
し
た
場
合
に
失
業
手
当
等

を
給
付
し
た
り
、
再
就
職
を
促
進
す
る
事
業

に
行
う
た
め
の
保
険
制
度
で
す
。

※
保
険
の
加
入
に
は
労
働
保
険
料
の
他
に
商

工
会
議
所
の
年
会
費
と
事
務
手
数
料
が
か
か

り
ま
す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合
せ
下
さ
い
。

（
文
：
ま
ち
づ
く
り
課 

片
山
富
美
子
）

　

当
所
で
は「
建
設
業
一
人
親
方
労
災
保
険
」 

の
事
務
委
託
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
一
人
親

方
さ
ん
は
従
業
員
で
は
な
い
た
め
、
仕
事
中

や
通
勤
中
に
ケ
ガ
な
ど
が
発
生
し
た
場
合
、

「
特
別
加
入
」 

に
加
入
し
て
い
な
け
れ
ば「
労

災
保
険
」 

の
補
償
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま

せ
ん
。

　

ま
た
、
最
近
で
は
労
災
保
険
に
加
入
し
て

い
な
い
と
現
場
に
入
れ
な
い
事
例
も
増
え
て

い
ま
す
。
保
険
の
加
入
を
検
討
さ
れ
て
い
る

方
は
当
所
ま
で
ご
連
絡
下
さ
い
。

＊
加
入
条
件

特
別
加
入
者
に
該
当
す
る
こ
と

・
建
設
業
を
営
ん
で
い
る
一
人
親
方

・
労
働
者
の
使
用
が
1
0
0
日
未
満
の
事

   
業
主

三
島
商
工
会
議
所
の
会
員
で
あ
る
こ
と

・
未
加
入
の
方
は
保
険
加
入
時
に
会
員
と

   

な
っ
て
頂
く
こ
と
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

加
入
に
は
保
険
料
の
他
に
商
工
会
議
所
会

費
と
事
務
手
数
料
が
か
か
り
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
お
問
い
合
せ
下
さ
い
。

（
文
：
ま
ち
づ
く
り
課 
片
山
富
美
子
）

①②※

ご 入 会 あ り が と う ご ざ い ま す
新たに会員になられた皆さんをご紹介します。

お知り合いで未加入の事業所がございましたら是⾮ご紹介ください。

省エネ基準（エネルギー消費性能基準） 省エネ性能向上のための取組例
＜義務化される大規模非住宅の基準のイメージ＞
設計値（設計一次エネルギー消費量  ≦  基準値（基準一次エネルギー消費量）
⇒ 設計値が基準値を下回ればよい

「一次エネルギー消費量」
＝ 空調エネルギー消費量※ ＋ 換気エネルギー消費量
＋ 照明エネルギー消費量＋ 給湯エネルギー消費量
＋ 昇降機エネルギー消費量
＋ その他エネルギー消費量 （OA 機器等）
－ 太陽光発電設備等による創エネ量
※外壁、窓等の断熱化により空調エネルギー消費量を削減可能

①外壁、窓等を通しての熱の損失防止（断熱化）
外壁の断熱材を厚くする、窓をペアガラスにする等、
熱を逃げにくくし室内温度の維持を図ることで、空調設備
で消費されるエネルギーを抑える
②設備の効率化
空調、照明等の設備の効率化を図り、同じ効用（室温、
明るさ等）を得るために消費されるエネルギーを抑える
③太陽光発電等による創エネ
太陽光発電等によりエネルギーを創出することで、化石
燃料によるエネルギーの消費を抑える

国の定める建築物の省エネ新基準  2 0 2 0 年に向けての準備
建築物のエネルギー消費性能（省エネ性能）

☆建築主は、建築確認申請に際し、省エネ新基準への適合性審査が必須となります。

建築物に設ける空調（暖冷房）・換気・照明・給湯・昇降機（エレベータ）において、標準的な使用条件のもとで使用されるエネルギー消費量をもと
に表される建築物の性能



★店の隣の駐車場をご利用ください★
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ト レ ン ド 通 信

　

日
経
Ｂ
Ｐ
社　

日
経
Ｂ
Ｐ
ヒ
ッ
ト
総

合
研
究
所
上
席
研
究
員
。
１
９
８
６
年
、

筑
波
大
学
大
学
院
理
工
学
修
士
課
程
修

了
。
同
年
、
日
本
経
済
新
聞
社
入
社
。

日
経
パ
ソ
コ
ン
、
日
経
ビ
ジ
ネ
ス
、
日
経

ト
レ
ン
デ
ィ
な
ど
Ｉ
Ｔ
分
野
、経
営
分
野
、

コ
ン
シ
ュ
ー
マ
分
野
の
専
門
誌
編
集
部
を

経
て
現
職
。
全
国
各
地
の
商
工
会
議
所

な
ど
で
地
域
振
興
や
特
産
品
開
発
の
た
め

の
講
演
・
コ
ン
サ
ル
を
実
施
。
消
費
者
起

点
の
も
の
づ
く
り
を
テ
ー
マ
に
地
域
発
の

ヒ
ッ
ト
商
品
育
成
を
支
援
し
て
い
る
。

渡
辺
　
和
博

　

／
わ
た
な
べ
・
か
ず
ひ
ろ

「
ス
ト
ー
リ
ー
が

　
　
　

大
事
っ
て
言
う
け
れ
ど
」

　

地
域
発
の
ヒ
ッ
ト
商
品
開
発
と
い
う
テ
ー
マ

で
話
題
に
な
る
キ
ー
ワ
ー
ド
の
一
つ
に
「
ス
ト
ー

リ
ー
」
が
あ
り
ま
す
。
今
回
は
商
品
や
サ
ー
ビ

ス
に
関
す
る
ス
ト
ー
リ
ー
を
消
費
者
目
線
で
考

え
て
み
ま
す
。

　
「
こ
の
商
品
に
は
ス
ト
ー
リ
ー
が
あ
る
ん
で
す

よ
」。
話
を
伺
う
と
、
希
少
性
や
作
る
の
に
ど

れ
だ
け
手
間
が
か
か
っ
て
い
る
か
を
長
々
と
説

明
さ
れ
る
こ
と
が
か
な
り
あ
り
ま
す
。
正
直
な

感
想
を
言
う
と
、
こ
れ
ら
は
確
か
に
差
別
化
の

要
因
で
は
あ
り
ま
す
が
、
他
と
違
っ
て
い
る
だ

け
で
は
消
費
者
か
ら
選
ば
れ
る
理
由
に
な
り
ま

せ
ん
。
違
っ
て
い
る
内
容
が
、
消
費
者
に
と
っ
て

意
味
が
あ
り
、
何
ら
か
の
メ
リ
ッ
ト
を
も
た
ら

す
も
の
で
な
け
れ
ば
商
品
と
し
て
の
付
加
価
値

に
は
な
り
ま
せ
ん
。

　

作
り
手
目
線
の
ス
ト
ー
リ
ー
と
買
い
手
が
求

め
る
ス
ト
ー
リ
ー
は
似
て
非
な
る
も
の
で
す
。

作
り
手
目
線
の
ス
ト
ー
リ
ー
は
、
往
々
に
し
て

「
価
格
が
高
い
こ
と
に
対
す
る
言
い
訳
」
と
捉

え
ら
れ
が
ち
で
す
。
実
際
に
そ
う
い
う
つ
も
り

で
語
ら
れ
る
こ
と
も
多
い
よ
う
で
す
。

　

で
は
、
消
費
者
が
求
め
る
ス
ト
ー
リ
ー
と
は

何
な
の
で
し
ょ
う
か
。
モ
ノ
を
買
う
と
い
う
行

為
を
も
う
一
度
見
直
し
て
み
ま
し
ょ
う
。
世
の

中
に
は
モ
ノ
や
サ
ー
ビ
ス
が
あ
ふ
れ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
普
及
で
選
択
に
関

す
る
情
報
も
い
く
ら
で
も
入
手
で
き
る
環
境
に

な
り
ま
し
た
。
そ
う
し
た
環
境
の
中
で
一
つ
の

商
品
を
選
ぶ
こ
と
は
消
費
者
に
と
っ
て
楽
し
さ

と
ス
ト
レ
ス
の
両
方
を
も
た
ら
し
ま
す
。
特
に

若
い
世
代
や
高
齢
者
の
間
で
は
モ
ノ
選
び
で
失

敗
し
た
く
な
い
と
い
う
心
理
も
強
く
働
い
て
い

ま
す
。
そ
の
た
め
「
Ａ
で
は
な
く
Ｂ
を
選
ん
だ
」

と
い
う
こ
と
を
自
分
に
納
得
さ
せ
る
た
め
の
理

由
が
必
要
な
の
で
す
。
ス
ト
ー
リ
ー
は
そ
の
た

め
に
存
在
し
て
い
ま
す
。

　
「
品
質
の
割
に
安
か
っ
た
」
や
「
身
体
に
よ
い
」

と
か
「
プ
レ
ゼ
ン
ト
す
る
と
き
っ
と
喜
ば
れ
る
」

「
ま
だ
世
間
に
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
」「
こ

だ
わ
り
の
職
人
さ
ん
が
作
っ
て
い
る
」
な
ど
消

費
者
が
モ
ノ
を
選
ぶ
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
理
由
が

あ
り
ま
す
。
最
近
で
は
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
や
フ
ェ

イ
ス
ブ
ッ
ク
な
ど
で
写
真
付
き
で
情
報
発
信
す

る
こ
と
自
体
を
目
的
と
し
た
消
費
が
増
え
て
い

る
こ
と
も
侮
れ
ま
せ
ん
。
こ
れ
ら
に
求
め
ら
れ

る
の
は
、
見
栄
え
の
良
さ
や
短
く
特
徴
が
語
れ

る
こ
と
や
自
慢
で
き
る
こ
と
な
ど
で
す
。

　

身
も
ふ
た
も
な
い
言
い
方
で
す
が
、
品
質
や

商
品
内
容
自
体
が
消
費
者
の
ス
ト
ー
リ
ー
に
大

き
な
割
合
を
占
め
な
い
こ
と
す
ら
あ
り
ま
す
。

例
え
ば
、
行
列
の
で
き
る
ラ
ー
メ
ン
屋
や
予
約

の
取
れ
な
い
レ
ス
ト
ラ
ン
に
な
ぜ
人
は
行
く
の

で
し
ょ
う
か
。
そ
れ
は
多
く
の
人
が
そ
こ
を
評

価
し
て
い
る
理
由
が
知
り
た
い
か
ら
で
あ
り
、

そ
の
も
の
が
希
少
で
あ
る
か
ら
と
い
う
よ
り
は

そ
れ
を
体
験
し
た
自
分
が
周
囲
に
対
し
て
希
少

だ
と
い
う
立
場
で
語
れ
る
か
ら
で
す
。
つ
い
で
に

そ
こ
で
食
べ
た
ラ
ー
メ
ン
に
は
「
こ
う
い
う
ス

ト
ー
リ
ー
（
特
徴
や
誕
生
秘
話
な
ど
）
が
あ
っ

て
ね
」
と
言
え
れ
ば
い
い
の
で
す
。

　

作
り
手
に
と
っ
て
の
ス
ト
ー
リ
ー
は
そ
の
商

品
が
誕
生
し
た
い
き
さ
つ
や
特
徴
で
す
が
、
消

費
者
に
と
っ
て
の
ス
ト
ー
リ
ー
は
、
自
分
が
そ

れ
を
選
ぶ
た
め
の
納
得
で
き
る
理
由
で
す
。
ブ

ラ
ン
ド
と
同
様
に
ス
ト
ー
リ
ー
も
消
費
者
の
頭

の
中
に
形
作
ら
れ
る
も
の
な
の
で
す
。

　

日
経
Ｂ
Ｐ
ヒ
ッ
ト
総
合
研
究
所

　

上
席
研
究
員　
　

渡
辺　

和
博

お使いの印鑑ケースの朱肉の写りはいかがですか？
永年使用しているとどうしても写りが
悪くなりますよね？

当店ではご使用の印鑑ケースを
お持ちいただければ、
いつでも無料で交換をしております。
是⾮、当店にお立ち寄りください。
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information

問合せ：三島商工会議所 TEL055-975-4441

三島商工会議所会頭賞
 受賞おめでとうございます！

（敬称略）

●
三
嶋
大
社
崇
敬
会
主
催

　「
第
33
回

　
国
旗
の
あ
る
自
由
画
コ
ン
ク
ー
ル
」

●
新
興
岳
南
書
作
家
協
会
主
催

　「
第
65
回 

新
春
書
道
展
」

北
上
保
育
園　

牧
野 

圭
吾（
５
歳
）

「
分
福
茶
釜
」

右
か
ら

三
島
市
立
南
中
学
校
１
年　

加
藤  

佑
奈　

沼
津
市
立
沢
田
小
学
校
２
年　

諏
訪
部  

ゆ
づ
き

清
水
町
立
清
水
南
小
学
校
６
年　

岡
村  

成
倫　

　

突
然
で
す
が
、
皆
さ
ん
は
「
て
ん
か
ん
」

と
い
う
病
気
は
ご
存
じ
で
し
ょ
う
か
？
か
つ

て
は 

「
て
ん
か
ん
」
と
い
う
病
気
は
心
の
病

気
と
さ
れ
て
い
た
時
代
も
あ
り
ま
し
た
が
、

現
代
で
は 

間
違
い
な
く
脳
の
病
気
と
さ
れ
て

い
ま
す
。
頻
度
は
1
0
0
人
に
1
人
く
ら

い
で
あ
り
、
誰
し
も
か
か
り
う
る
あ
り
ふ
れ

た
病
気
で
す
。
発
作
も
さ
ま
ざ
ま
で
、
ひ
き

つ
け
を
起
こ
し
て
倒
れ
る
こ
と
も
あ
れ
ば
、

ジ
ー
っ
と
一
点
を
み
つ
め
た
ま
ま
動
き
が
一

時
的
に
止
ま
っ
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

脳
の
異
常
な
興
奮
が
原
因
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

一
般
的
に
は
治
療
は
抗
て
ん
か
ん
薬
で
あ
り
、

場
合
に
よ
っ
て
は
、
外
科
治
療
と
な
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
。
最
近
は
新
規
の
抗
て
ん
か
ん

薬
が
次
々
と
発
売
さ
れ
て
お
り
、
発
作
を
抑

え
や
す
く
な
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

も
し
、
発
作
が
起
き
て
る
人
に
遭
遇
し
た

場
合
に
は
ど
う
対
処
し
た
ら
良
い
で
し
ょ
う

か
。「
割
り
箸
を
噛
ま
せ
ろ
」「
ひ
た
い
に
草

履
を
の
せ
ろ
」
な
ど
と
言
わ
れ
て
い
た
時
代

も
あ
り
ま
す
が
、
痙
攣
し
て
い
る
患
者
に
割

り
箸
を
噛
ま
せ
る
の
は
か
え
っ
て
危
険
で
す

し
、
草
履
を
ひ
た
い
に
の
せ
て
み
て
も
発
作

は
と
ま
り
ま
せ
ん
。
ま
ず
は
、
安
全
な
場
所

に
移
動
し
て
あ
げ
ま
し
ょ
う
。
次
に
患
者
さ

ん
の
体
を
横
に
し
て
、
下
顎
を
持
ち
上
げ
る

よ
う
に
し
な
が
ら
気
道
を
確
保
し
て
あ
げ
ま

「
て
ん
か
ん
」
は
心
の
病
気
？

し
ょ
う
。
ほ
と
ん
ど
の
発
作
は
数
分
間
で
お

さ
ま
り
ま
す
。
初
め
て
の
痙
攣
や
発
作
が
5

分
以
上
続
く
と
き
に
は
、
救
急
車
を
呼
び
ま

し
ょ
う
。
ま
た
、
救
急
車
を
呼
ん
で
即
座
に

立
ち
去
る
の
で
は
な
く
、
救
急
隊
員
が
到
着

す
る
ま
で
は
、
患
者
さ
ん
に
寄
り
添
っ
て
あ

げ
ま
し
ょ
う
。「
て
ん
か
ん
」
の
患
者
さ
ん
に

出
会
っ
て
も
、
1
0
0
人
に
1
人
の
あ
り
ふ

れ
た
病
気
と
知
っ
て
い
れ
ば
、
驚
く
こ
と
な

く
、
自
然
と
接
す
る
こ
と
が
出
来
る
で
し
ょ

う
。

　

医
療
法
人
社
団
親
和
会　

西
島
病
院

　

神
経
内
科
専
門
医

　

総
合
内
科
専
門
医

　

救
急
部
部
長　

大
石　

渉

気
道
を
確
保
！

取引き応縁ネット

静岡県東部地域限定の企業データベースに登録して、
ビジネスチャンスを掴もう！！

　静岡県東部ビジネスマッチングサイト
「取引き応縁ネット」のご案内

　「静岡県東部ビジネスマッチングサイト『取引き応縁ネット』」
は、企業間取引を目的とした企業データベースとして、規模・業
種を限らず、自社の営業内容や受発注情報などが掲載できるサイ
トです。昨年よりオープンし、既に約８２０件の事業所が登録し
ています。サイトから事業所へアポイントをとることもでき、会
議所や信用金庫が仲介を行うので安心してご利用いただけます。
貴社のＰＲの一助として、また、新規取引先の発掘のためにぜひ
ご活用ください。

静岡県東部ビジネスマッチングサイト
『取引き応縁ネット』
静岡県東部地域企業情報連携推進協議会

（加入団体：三島商工会議所、沼津商工会議所、
沼津信用金庫、三島信用金庫）
上記加入団体の会員もしくは取引のある企業
https://www.tobuouen.net
上記サイトより、直接貴社の情報を入力し掲載
を申し込むことできます。また、情報修正もサ
イト上より行うことができます。　
無　料（登録・掲載・修正等　全て無料です）
三島商工会議所経営支援課
TEL055-975-4441　FAX055-972-2010

名 称
主 催

掲載可能企業
Ｕ Ｒ Ｌ
登録・修正方法

料 金
お 問 合 せ
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